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組織支援依頼（従業員の自殺）
IT企業Z社様との調整事項について

MR事業部
佐倉　みどり

1． 依頼経緯
IT企業Z社の人事課長Yがネットで検索しメールをいただいた

2． ９月８日（月）10時　Z社の人事課長Yよりメール
当社の社員がお亡くなりになった（自死）。
同じ仕事にかかわっている人が多くどうすれば良いか、関係者のメンタルケアを実施したいと思っています。電話でご連絡をいただけると幸甚です。

3． 事業部から　人事課長Yさんに電話（30分程度）
　Z社のYです。この度は、どうぞよろしくお願いいたします。
【この電話で分かったこと】
 Aさんについて
  　男性55歳。1994年4月1日入社（新卒採用）、社歴31年。
　　 所属はシステム部システム2課。
　家族は妻と中学1年生の長男と同居。
 勤務状況
　1年前から大型プロジェクトに参画し、高負荷の業務が続いていた。
 産業医面談も受けており、今月（9月）からプロジェクトを離れる予定だった。
　8月29日（金）はプロジェクトメンバと客先を訪問し対応。
 その後、17時前に帰宅している。
　死亡経緯
　　　同日19時頃、自宅最寄り駅前の商業施設で自死。
   22時過ぎ、妻からシステム部B部長に電話があった。
　妻は声を詰まらせながら「Aが亡くなった。大変ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありませんが、この後どのようにすると良いでしょう？」と伝えた。
　B部長が「どうされたのですか？」と尋ねると、妻は泣きながら「飛び降りました」と答えた。
　葬儀
　　9月3日（水）に通夜、4日（木）に告別式を実施。会社からは受付など複数人を派遣。
   社長・人事をはじめ同僚・知人も参列している。
　会社内の動き
　ご家族への会社窓口はシステム部B部長。
　B部長は人事総務部X部長に状況を報告。
　「状況が状況なので、C課長はじめ関係者が心配だからなんとかして欲しい」との声　があり、支援要請につながった。
　　　　Aさんの上司でもあるシステム2課C課長にも情報が共有された。
　死因の取り扱い
　会社として訃報は発信しているが、他の訃報と同様に死因は記載していない。
　Aさんの部署では葬儀に参列した社員も多く、B部長から伝わっている可能性はあるが詳細は不明。
　「当日、B部長に確認してください」と案内された。
　支援条件
　会社は在宅勤務が多く、社員もオンライン会議に慣れているため、今回のケアもオンラインでの実施を希望。
　支援実施の2日間は、人事課長Yも会社に待機し、不明点は随時対応してもらえるとのことだった。
人事課長YさんとAさんの関りと電話の様子
　　　Aさんのことは知っている程度。社内を歩いているときに会えば挨拶や軽い日常の会話をする程度。ほどんど合わないことの方が多い。
　　　この電話では、メンタルレスキュー協会からの質問には淡々と答えてくれ、しっかりしている感じ。

【支援時期、期間、支援方法】
・支援期間：２日間
・支援日時：２０２５年９月１４日（日）、１５日（月祝）／９時～１８時（定時時間）
・支援は総額方式で調整済み
・在宅の人も多いので、ZOOMでの支援を依頼された

【サポートの内容】
Z社様の意向：
ケアの対象：Aさんがいたシステム２課メンバ、　同じPJメンバの心のケアをお願いしたい。
関係者の人数が多いので、関係の近かった人やキーマン、至急対応の必要な方等を優先してケアをお願いしたい。ただ、どのように進めていけば良いのかわかっていないので、今後のケアについて提案があれば教えてほしい。
また、C課長のことをB部長が特に心配していていました。
人事としてもAさんの奥様（元社員）のカウンセリングもお願いしたい（14日の午前中に）。

何も決まっていることはなく、次のことを事業部が調整しました。
＊当日の９時３０分より打ち合わせ（支援目的調整面接）として1時間実施。
＊事業部からのケアの提案：個別カウンセリング・情報提供・グループミーティング（惨事後MTG）・WEBでの心理テスト、そしてご遺族のカウンセリング
　⇒人事課長のYさんからは、上記の話をシステム部B部長に連絡をしておくので、当日の9時30分からの打ち合わせで決めてくださいと言われた。

事業部からは「職場で自殺が起こった時の対応」を人事課長にお送り済みです。
費用面を先方は気にしていたので、費用は総額方式ということで、お伝えし、当日の支援日までには決済が取れている状況となりました。

【支援目的調整面接について】
　危機介入ディレクターが上記の内容を、事業部と打ち合わせて、支援日当日の９月１４日（日）９時３０分より１時間、システム部B部長とシステム２課C課長に支援目的調整面接をＺｏｏｍにて実施予定。その時にMR協会からの提案について決定することもY人事課長も了解済み。
＊日・月祝は、休日の対応となるため、社員には休日出勤扱いで今回実施することになっている。
＊組織図と対象人員構成表は、クライシス・サポート前にいただけることになっている。
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